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          お知らせ 

南風たより 〜みなみかぜ たより 〜 

 

インフルエンザの予防接種開始 
前シーズンは 3月に流行が見られたことから、例年より遅めの 11月の接種をお勧めするDr もいます

ので主治医にご確認ください。宮崎市,国富町,綾町在住の 65 歳以上の方は自治体からの助成金制度

があります。12 月末までに接種された方が対象になりますので、お忘れなく。負担金は、受付でご

確認ください。 

                   
１ 

院内研究発表会開催しまし
た。 

 10 月 19 日水曜日、業務終了後に平成 28 年の院内研

究発表会を実施いたしました。発表演題は８演題、日

常業務の中で感じたことや改善を図りたいことから各

部署にて半年前から演題を考え準備を行ってきまし

た。 

栄養課からは悪性腫瘍術後の患者様の食事指導に関す

る演題、NST(栄養サポートチーム)からはチームの活動

報告、口腔ケアチームは、新潟で行われた摂食機能評

価学会でのポスター発表報告、緩和ケアチームは緩和

ケアの果たす役割などを実際の患者様との関わりで学

んだ事、医師事務補助作業者は医師の負担軽減に果たす役割としての現状報告、各病棟は病棟それぞ

れが持つ役割りに沿った研究発表などいずれも今後の業務に有

用と思われる演題を発表いたしました。 

 現在、入院患者様の高齢化が非常に進んでおり、基礎疾患と

して認知症を患う患者様も増えています。そのような患者様の

治療や看護を行っていく事の難しさや、高齢者に多い肺炎予防

としての口腔ケアの充実が当院での大きな課題になると感じら

れました。 

研究発表の間には、放射線科吉田医師の“放射線科のお仕事”と

いう当院の画像診断の指導的立場にある放射線科医師の役割り、業務内容についての講演が行われま

した。CTや内視鏡の画像や報告書の見方をわかりやすく解説さ

れました。 

放射線科医師というのは、患者様の直接の診療に携わる場面が

少なく、スタッフでも実際、吉田医師がどのように仕事してい

るのかわからなかった面もあり、非常に興味深い講演でした。 

どの部署も業務が終わってからスライド作成や発表練習を行っ

て、研究会当日には素晴しい成果が出ていたようです。 

院長先生からの講評でも、今後は院外へ発信できる

う
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♬赤江公民館健康講座開催♬ 
 

モニタの画像は、二重に見え

決して鮮明な画像ではありま

せんが、３D用メガネをかける

ことで立体視できます。 

ただ、手術に入るスタッフは、サングラスのよう

な３D メガネをかけての手術となりますので初め

てその光景を見た時は、きっとびっくりします

よ。 

 

○3D内視鏡システム導入 

 当院では開院当初より、胆のう摘出術を主と

して、腹部に開けた数ヶ所の穴から挿入した外

科手術用内視鏡でお腹の中を観察しながら行う

内視鏡下外科手術を実施してまいりました。現

在、患者様への負担が少ない手術として虫垂切

除（盲腸手術）やそけいヘルニアや結腸切除な

ど部位を広げて従来の開腹手術に代わり実施す

る症例が多くなっています。 

本年 10 月、お腹の中を立体的に観察する事が

できる外科手術用の 3D 内視鏡システムを当院

では導入いたしました。 

3D 観察を行うことで、従来

2 

3 

病院の研究発表会は年１回ですが、所属

学会の発表も行なっている部署もあります。全ての部署が集

まり、この１年の病院の課題などを感じられる貴重な場で

す。今後も充実していければと思います。ちなみに最優秀発

表部署には、忘年会で豪華商品が授与されます。（文責 石

川） 

病院代表番号：0985-54-5353 

ホームページアドレス www.nanbuhp.or .jp 

  “ 南部病院 ” で検索して下さい。 
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平成 28 年 10 月 19 日午後 赤江公民館において当院内科 

田中雅之医師による健康講座が開催されました。6 月に開

催した安作医師の講座が非常に好評で、今回は定員 30名の

ところ 33名の参加をいただきました。 

田中医師の話は、分子生物学に基づいた医療のお話で大変

難しかったようですが藤元理学

療法士による運動療法のお話

と太田管理栄養士による健康

な体づくりのためのメニュー

紹介などは、わかりやすくバランスの良い講演会になったようです。 

医師が診療時間に院外に出る事は、受診される患者様にご迷惑を

おかけする事になるかもしれませんが、地域のみなさまの健康管理

に少しでも当院ができる事があればと考え、今回の講座を企画いた

しました。最後にご参加頂いた皆様と、公民館のみなさまにお礼申

し上げます。 

 

♪ちょっと足を止めてみませんか？ 
外来棟から病棟に繋がる廊

下の窓を利用したスペースが

季節ごとに変わっているの

をご存知でしょうか？入院

中の患者様や外来を訪れる

方が少しでも心和むスペース

になればとスタッフが季節

を感じる小物を置いたりし

ています。 

編集局から 


